
大学附属病院で永年勤務医をしてこられた石井先生は、かつて45年間開業されていた
「みぞぐち産婦人科医院」の16床の病床を引き継がれる形で建て替えを行い、H30年
12月19日に開業されました。
弊社との出会いは、毎年行っている当社の「医院開業個別相談会」がきっかけでした。
丁度その時に病床を引き継いでくれるような先生がいないかと、知人を通じて溝口先生

からのご相談を受けていた時で、早速県の医務課や保健所など様々な行政を絡めて、沢山
の方達の協力を得ながら複雑な手続きを行い、無事開業にこぎつけることが出来ました。
大分県では、10年ぶりの「新たな有床産婦人科の誕生」は、今後訪れる少子化による

大きな歯止め役として広域にわたり、「明るい灯台」として地域医療を担っていかれるこ
とを確信しています。



正面玄関を入ると、エントランスのほぼ真正面に
位置する受付は、医院の総合窓口です。

石井院長ご夫妻は、様々なファニチャーの検討を行い、お気に入りのジャパンクラシックなイメージと、
ご夫妻の希望で、ゆったりとした静かな待合室で、本が読めるような空間が浮かび上がりました。

医院の病室は全部で16室。内4室は和モダン。

１6室全ての病室には充実したサニタリーとしての
シャワールームが設置されています。



様々なイベントに対応できるファミリーホール

充分なプライベートが確保された中待合室。



二階に設えた十分な広さの食堂兼ラウンジは木目の温もりを感じます。

家族も一緒に泊まれるモダンな和室。

シンプルですが機能性の高いデザインの洋室。 生れてきた赤ちゃんのために安全性の高い手作りの木のコット。


